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安全研究

安全性の継続的改善を実現するために
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図2-1　安全研究センターにおける安全研究の取組み
1F 事故の教訓を踏まえ、多様な原子力施設の安全評価（主に設計基準
事象内）に加え、SA の防止や評価、環境影響等に関する研究に取り
組んでいます。

安全研究センターでは、原子力安全の評価等に係る
原子力安全規制行政への技術的支援並びに解析や試験、
計測技術等に係る長期的視点からの先導的・先進的な安
全研究に取り組み、規制基準の整備等の「合理的に達成
できる安全の最高水準を目指した継続的改善の追求」に
貢献しています。

特に、図 2-1 に示すように、東京電力福島第一原子
力発電所（1F）事故の反省を踏まえ、設計基準事象へ
の対応を中心とした 1F 事故以前の研究スタイルを見直
しました。原子力施設等のリスクを低減するため、シビ
アアクシデント（SA）の発生防止と評価に関する研究、
緊急事態への準備と対応に関する研究、1F 事故に係る
放射線影響や放射性廃棄物管理に関する研究、1F の廃
止措置時の安全性確保のための研究を重点的に進めてい
ます。また、原子力防災分野では、原子力緊急時支援・
研修センターとの連携を強め、研究成果を緊急時への備
えや実働に反映するための取組みを進めています。

SA 研究においては、SA 時の現象解明や効果的な事
故拡大防止策の整備を目指しています。そのため、図 2-2
に示すように、大型格納容器試験装置（CIGMA）によ
る格納容器損傷の要因となる高温の気相挙動や水素ガ
ス等の混合ガスの熱流動挙動等に着目した試験を実施
しています。また、SA 評価手法の高度化の観点から、
OECD/NEA 国際共同プロジェクトの 1F 事故に関する
ベンチマーク解析で得た知見を基に、SA 解析コードに
よる解析精度の向上を目指しています。また、図 2-3 に示
す原子炉安全性研究炉（NSRR）を用いて、反応度事故

（原子炉施設の安全性を評価するために想定する「設計基
準事故」の一つ）時の燃料の破損限界や燃料破損が原子炉
施設に及ぼす影響等に着目した研究を実施しています。

1F 事故の周辺環境における放射性物質の分布調査を
行うため、有人のヘリコプターを用いた航空機モニタリ
ング技術の開発を進めるとともに、防災基本計画に従っ
た緊急時対応技術として、九州電力川内原子力発電所周
辺におけるバックグラウンドモニタリングを実施してい
ます。さらに、国からの要請を受けて、保障措置のため
の極微量核物質分析技術に関する研究も、クリーンルー
ム施設を利用して実施しています。

本章では、最近の研究成果から、沸騰遷移後の過熱炉心に
おける熱伝達挙動のモデル化に向けた検討（トピックス2-1）、
冷却材喪失事故時に水蒸気に含まれる空気が燃料被覆管
の高温酸化に及ぼす影響の評価（トピックス 2-2）、SA 時の
原子炉制御材の酸化を考慮した事故解析（トピックス 2-3）、
放射線挙動解析のための自家用車の簡易モデルの開発

（トピックス 2-4）、高レベル濃縮廃液の蒸発乾固事故時
における放射性物質移行挙動の評価（トピックス 2-5）、
顕微ラマン分光などを用いた単一ウラン微粒子の化学
形・同位体比分析法の開発（トピックス 2-6）に関する
成果を紹介します。

なお、当センターが取り組んできた 1F 事故対応につい
ては、山地の起伏地形に適した航空機モニタリングデータ
解析法の開発（トピックス 1-11）及び森林除染による空
間線量率低減効果のシミュレーション（トピックス 1-16）
に関する成果を第 1 章に記載しています。

図2-2　大型格納容器試験装置（CIGMA）
事故時の高温高圧の蒸気や水素の挙動並びに種々の事故
拡大防止策を模擬できるように設計されています。
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図2-3　原子炉安全性研究炉
（NSRR）
反応度事故時に生じる原子炉
の急激な出力上昇を模擬した
実験を安全に行うことができ
ます。


